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日  時 テ ー マ・講 師 対象・定員 受付開始 

10月23日（土） 

   24日（日） 

9:30～15:00 

秋のグリーンオリエンテーリング 
くずはの広場指導員とボランティアの会 

・えのきの会有志のみなさん 

（環境共生課による記念樹配布を行います) 

どなたでも 
当日受付 

(14:00まで) 

10月23日 

～11月23日 

9:30～16:30 

えのきの会 みんなで選ぶフォトコンテスト 
10/23･24の来場者に投票していただきます 

くずはの家研修室 

および廊下 

11月26日（金） 

①9:30～12:00 

②13:30～16:00 

自然素材のクリスマスリースづくり 
講師：石井ふさ枝氏（ボランティアの会会員） 

協力：くずはの家ボランティアの会 

各回 

一般12名 

(初めての方優先) 

11月2日 

11月27日（土） 

9:30～11:30 
植物のふしぎ発見！～根っこってなんだ？～ 

えのきの会植物分科会 

小学生以上 

20名 
11月2日 

に、とてもユニークな方法の狩りをすることが知

られています。この属のクモは円網を作らず、一

本の糸の先に粘球を付け、その糸を“投げ縄”の

ように振り回すことで蛾を捕らえます。当初日本

には北米に生息するナゲナワグモ属のクモはい

ないとされていたのですが、1981年に新海栄一氏

により日本のイセキグモ属のクモにも同じ習性

があることが発見されました。 

是非、葛葉緑地でこの投げ縄の妙技を見てみた

いと思います。 

 
文・写真：くずはの広場所長 高橋孝洋  

 

 

 

 

 

☆９月の活動 

定例会:9/16 ほたるの渡渉石上流に倒れた大

木の枝葉を切り取り、次の大雨に備えました。

加えて、早くも散り始めた進入路の桜の落ち葉

の片付け、レンガ道の草取りや泥かきなども行

いました。10月の行事や遠足に向けて、歩きや

すく気持ちの良い散策路になりました。 

花壇の会:9/2 草取りと整備を行いました。 

とんぼのせせらぎ:9/23 はんのき林の草刈り

を行いました。干上がってしまったほたるの水

路に水を引く方法を市役所職員も含めて相談し

ました。 

☆これからの活動 

定例会： 10/21(木)、11/7(日)、11/18(木) 

花壇の会： 11/5(金)、12/2(木) 

とんぼのせせらぎ：10/28(木)、11/25(木) 
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発行 くずはの家                                 

               〒257-0031秦野市曽屋1137 

℡＆FAX 0463(84)7874  

２０２１年 

１０月号 

葛葉川ふるさと峡谷だより 

２０１０年 

２月号 

くくずずははのの家家  行行事事案案内内  
昼の行事：小学２年生以下は保護者同伴 夜の行事：小学生は保護者同伴 

行事へのお申し込み･お問い合わせは 

電話・FAX・メールで 

T E L & F A X  ０ ４ ６ ３ ( ８ ４ ) ７ ８ ７ ４ 

E-mail,kuzuhaie@city.hadano.kanagawa.jp 

１１月の休館日  

１１月１日、４日、８日、１５日、２２日、 

２４日、２９日 

http://www.city.hadano.kanagawa.jp/  
秦野市のHPの公共施設案内にくずはの家ホームページが

あります！ 

お知らせ  

現在新型コロナの感染予防対策として研修室の

ご利用は、手指の消毒・体温測定・マスクを着用し

た上で２０人以下での使用ができます。飲食はでき

ませんのでご了承下さい。尚今後の感染状況により

対応を変更する場合がありますのでご了承下さい。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

先月に続いて、なぜか今月もクモの話題です。こん

なにもクモの話題が続くと、「所長、本当はクモが好き

なんじゃないの？」と、あらぬ疑いがかけられていま

す。 

先月、神奈川県で4例目（全国でも 30例に届かない）

にあたる「ワクドツキジグモ」を発見し、クモ嫌いの

私も、正直に言うとちょっと浮かれていました。しか

し、そんな幸運もそうそう続くことはないはずでした

が、なんと９月に再び、七大珍種蜘蛛の 1 つ「マメイ

タイセキグモ」を見つけてしまいました。 

8 月に行ったクモの観察会で講師にお呼びし

た、谷川明男先生が下見にいらした際、三廻部(み

くるべ)の奥の林道でこのクモを見つけました。た

いへん珍しいクモなので、その夜 21時過ぎに、先

生に案内していただき、くずはの家の職員そろっ

て、山奥の林道まで観察にでかけたほどでした。

ところが今回、くずはの家の玄関からわずか 20歩

ほどのところで、この珍しいクモを発見しました。 

9月 12日味埜指導員と定例の昆虫調査をしてい

た時に、くずはの家の玄関前の生け垣に植えられ

たヤマブキに、なにやら茶色い丸い玉(直径 6mmと

8mm ほど)が２つ 6mm と 8mm ほど)付いているのを

見つけました。エノキの実が引っかかっているの

かなと思ったのですが、ちょっと大きい気がして、

良く見たら表面に突起が付いたクモの卵嚢(らん

のう)でした。丸い卵嚢の表面に突起が付いている

のは、イセキグモ属の特徴ですから、すぐにこの

属であることは分かりました。卵嚢には母クモが

しがみついていたので、写真を撮って拡大したと

ころ何とマメイタイセキグモであることが分かり

ました。マメイタ(豆板)とは炒り豆を砂糖や飴で

板状に固めた菓子のことで、このクモの腹部背面

にあるつぶつぶの突起が、豆板に見えることから

名付けられました。また、イセキとは、クモの研

究者の井関氏のことです。くずはの広場では 2015

年 6 月に同じイセキグモ属のムツトゲイセキグモ

が発見されているので、この属のクモ(日本にはこ

の２種類しかいません)はこれで 2 例目になりま

す。 

ですが、ちょっと大きい気がして、良く見たら表

面に突起が付いたクモの卵嚢(らんのう)でした。

丸い卵嚢の表面に突起が付いているのは、イセキ

グモ属の特徴ですから、すぐにこの属であること

が分かりました。卵嚢には母クモがしがみついて

いたので、写真を撮って拡大したところ何とマメ

イタイセキグモであることが分かりました。マメ

イタ(豆板)とは炒り豆を砂糖や飴で板状に固めた

菓子のことで、このクモの腹部背面にあるつぶつ

ぶの突起が、豆板に見えることから名付けられま

した。また、イセキとは、クモの研究者の井関氏

のことです。くずはの広場では 2015年 6月に同じ

イセキグモ属のムツトゲイセキグモが発見されて

いるので、この属のクモ(日本にはこの２種類しか

いません)はこれで 2例目になります。 

このイセキグモ属のクモは、昆虫を捕まえるの

に、とてもユニークな方法の狩りをすることが知

られています。この属のクモは円網を作らず、一

本の糸の先に粘球を付け、その糸を“投げ縄”の

ように振り回すことで蛾を捕らえます。当初日本

には北米に生息するナゲナワグモ属のクモはいな

いとされていたのですが、1981年に新海栄一氏に

より日本のイセキグモ属のクモにも同じ習性があ

ることが発見されました。 

是非、葛葉緑地でこの投げ縄の妙技を見てみた

いと思います。 

 

逆さにつかまったマメイタイセキグモ 

もりりんも

くるよ 

8mm ほど)が付いて

いるのを見つけま

した。エノキの実が

引っかかっている

のかなと思ったの

ですが、ちょっと大

きい気がして、 

くずはの広場・かんさつガイド「葛葉川の生き物」「秋の草花」ができました！ 

４月号でご紹介したくずはの広場・かんさつガイドに新作ができ

ました。「①葛葉峡谷の地層」「②春の草花」に続き今回は「③葛葉

川の生き物」「④秋の草花」の登場です。「葛葉川の生き物」は、葛

葉川で見られる水生生物のほとんどを紹介しているので、川遊びで

見つけた生き物をその場で調べる事が出来ます。「秋の草花」は、

広場の環境ごとによく見られる花の名前を紹介しています。どちら

も、ガイドを見ながら実際に観察するとより深く理解でき、楽しめ

ますよ！また、くずはの家ホームページからもダウンロードできま

すので、ご利用ください。（A5版4ページ） 

※このガイドはかながわトラストみどり財団の助成金を活用し

て作成しています。 

 

 

学芸員と露頭の調査 
 

9/27(月)夏の豪雨で表

れた、新しい不整合面と火

山灰の層を、箱根ジオミュ

ージアム学芸員の笠間友

博さんに調査して頂きま

した。職員も巡検に同行

し、地学の観察ポイントを

楽しく学びました。 



 

  

  

 

   

  

   

  

  

 

   

  

  

   

  

  

 

 

 

  

  

  

   

  

  

 

 

 

◆アマチャヅル 

クロヤマアリ 

クロオオアリ 

クロナガアリ 

ルリモンハナバチ 

オオハキリバチ 

ヒラタアブ 

カブトムシの仲間 
セマダラコガネ 

サクラコガネ 

キンスジコガネ 

 

△モクレイシ 

◇ネコハギ 

スジグロシロチョウの仲間 

キタキチョウ 

イチモンジセセリ 

ダイミョウセセリ 

コチャバネセセリ 

クロホウジャク 

オオスカシバ 

オオウンモンクチバ 

ギンツバメ 

ユウマダラエダシャク 

ヤマトカギバ 

ヒトツメカギバ 

ヒロオビヒゲナガ 

カノコガ 

ハチ･アブ・ハエの仲間 
キイロスズメバチ 

キムネクマバチ 

セイヨウミツバチ 

ハラナガツチバチの仲間 

キンケハラナガツチバチ 

 

トウネズミモチ◇ 

凡 例 

△ つぼみ 

▲ 咲き始め 

○ 開花 

◎ 満開 

● 咲き終わり 

◇ 実 

◆ 熟した実 

ハンノキ◇
◆ ◇ツルマサキ 

① 

◇ノイバラ 

① ～⑭には観察板があります。 

回ってみましょう！ 

② ③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

△コブシ 

◆ヒノキ 

◇アブラチャン 

◇ヒサカキ 

川原 ◇ツルヨシ   ◇カナムグラ 
   ○イモカタバミ ◇アキノエノコログサ 

●モミジガサ 
 

アオキ◇ 

◆ダイコンソウ 

イロハモミジ◇ 

△リュウノウギク 

◇ムラサキシキブ 

○チカラシバ 

◇ノシラン 

◇オオブタクサ 

△アキノノゲシ 

◆クマシデ 

ミツバウツギ◆ 

◆アオツヅラフジ 

コウヤマキ◇◆ 

◇ナンテン 

◆イヌシデ 

シナマンサク◇△ 

◇スギ 

オオバノヤエムグラ◇ 

◇ユズリハ 

ムクロジ◇ 

◇キハギ 

◇ヤブラン 

ネズミノオ○ 

◇ジャノヒゲ 

◇オニドコロ 

◎ツリフネソウ 

ギンミズヒキ○ 

◆コナラ 

◆ヤマハゼ 

◇タイサンボク 

ヒオウギ◆ 

◆トウカエデ 

◇ヒメキンミズヒキ 

◇ウラゲエンコウカエデ 

ナンバンギセル◇ 

ソシンロウバイ◆ 

◆サンザシ 

◇ハラン 

▲ミカエリソウ 

○ヤマハッカ 

 

△◇キブシ ○ウリクサ 

クサボケ◇ 

◆コムラサキ 

○オオバコ 

カヤ◇ 

◆アカシデ 

アオミズ○ 

◆ミズナラ 

◇サラサウツギ 

◇ヤブツバキ 

◆トキワサンザシ 

ハコネウツギ◇ 

◇シオデ 

◆エノキ 

サクラタデ○ 

△ササガヤ 
◇ムサシアブミ 

アカショウマ◇ 

◇カキノキ 

アオイスミレ◇ 

△キヅタ 

○カリガネソウ 

◇ヤマハギ 

ミツデカエデ◆ 

ヤマブキ◇ 

◆イヌガヤ 

ヤブミョウガ◆ 

○ミゾソバ 

◇マンリョウ 

アキノタムラソウ◇ 

キリ◆ 

ツノハシバミ△ 

クコ〇 

○ゲンノショウコ 

◆サジガンクビソウ 

オニグルミ◆ 

◇スズメウリ 

○ハナタデ 

キバナアキギリ◎ 

◇キミタチバナ 

ウルシ◆ 

◇ヒメヤブラン 

ネズミモチ◇ 

◆ホウチャクソウ 

○トキワハゼ 

ママコノシリヌグイ○ 

◇コクサギ 

◆リョウブ 

サンショウ◆ 

ニシキギ◆ 

◇オミナエシ 

●アキカラマツ 

ボダイジュ◆ 

◇カマツカ 

◇カワラケツメイ 
 

◇タラノキ 
 

ホトトギス○ 

◆ミズキ 

◆コゴメウツギ 

◆ナツハゼ 

ヤブマオ◇ 

△フッキソウ 

◇サカキ 

ヒヨドリバナ◆ 
カッコウアザミ○ 

◆アオギリ 

◇マルバウツギ 

◇オオモミジ 

コウヤボウキ△ 

◆クヌギ 

◆ガマズミ 

△セイタカアワダチソウ 

◇テイカカズラ 

◇コアカソ 

ヤブニッケイ◇ 

ヤマユリ◇ 

ミヤマタゴボウ◆ 

○ヒガンバナ 

セキヤノアキチョウジ▲ 

◆ナガバハエドクソウ 

◇サルトリイバラ 

ヒメミカンソウ◇ 

◇ウバユリ 

◇エノキグサ 

シュロソウ● 

○キツネノマゴ 

ハンカチノキ◇ 
 

タニウツギ◇ 
 

◆クマノミズキ 

サネカズラ◇ 

○タイワンホトトギス 

◇ナンキンハゼ 

◇メヒシバ 

◇トダシバ 

◆ツリバナ 

◇ハンショウヅル 

マツカゼソウ◆ 

◇ミズタマソウ 

△サラシナショウマ 

◇エンコウカエデ 

○コブナグサ 

◇ミズヒキ 
◆カシワ 

◆コマユミ 

◇ナガバジャノヒゲ 

ムクノキ◆ 

ツルウメモドキ◆ 

◇タマアジサイ 

◇ソクズ 

◇ウツギ 

○コシオガマ 

○チャ 

▲シロヨメナ 

ヒカゲイノコヅチ◇ 

◇クサコアカソ 

ヌスビトハギ◆ 

○ベニバナボロギク 

アメリカセンダングサ○ 

センリョウ◇ 

◇ユウゲショウ 

◆アオハダ 

ヤツデ△ 

○ヒメジョオン 

◇ツルマメ 

◆モクゲンジ 

◇キンエノコロ 

○イヌトウバナ 

◆ケンポナシ 

◆ヤマコウバシ 

◇キツネノカミソリ 

◇ハマヤブマオ 

◇アラカシ 

○ハキダメギク 

◇ヤブコウジ 

コセンダングサ○ 

ノブドウ◇ 

◆ミツバアケビ 

カラスウリ◆ 

◇コメヒシバ 

○ケチヂミザサ 

◇ヌルデ 
ハリエンジュ◆ 

ジュズダマ○ 

フジバカマ△ 

クサギ◆ 
 

ヒノキバヤドリギ◇ 
 

◇センニンソウ 
 

◇オトコエシ 
 

ヤハズソウ◇ 
 

○イヌタデ 
 

◇メマツヨイグサ 
 

○カントウヨメナ 
 

○ワレモコウ 
 

△キッコウハグマ 

○ヘクソカズラ 

▲イヌショウマ 

◇コヤブタバコ 

○タイアザミ 

オオアレチノギク◆ 

○オケラ 

◎シラヤマギク 

◆スイカズラ 

クズ◇ 

△ダンコウバイ 

キツリフネ◆ 

ノダケ○ 

○ススキ 

○アカネ 

オオイヌホオズキ○ 

◇キンミズヒキ 

アレチウリ◇ 

イヌコウジュ◎ 

◇オオオナモミ 

△ヒメアシボソ 

◇カラタチバナ 

○カラムシ 

○ツリガネニンジン 

○アキノキリンソウ 

オオニシキソウ◇ 

◇クワクサ 

◇ヒナタイノコヅチ 

◇ハグロソウ 

ハリギリ● 

チョウ・ガの仲間 
クロアゲハ 

ジャコウアゲハ 

ナミアゲハ 

キアゲハ 

アオスジアゲハ 

ナガサキアゲハ 

ヤマトシジミ 

ツバメシジミ 

ベニシジミ 

ムラサキシジミ 

ウラギンシジミ 

キタテハ 

サトキマダラヒカゲ 

ツマグロヒョウモン 

テングチョウ 

イチモンジチョウ 

コミスジ 

クロヒカゲ 

ヒカゲチョウ 

クロコノマチョウ 

ヒメジャノメ 

ヒメウラナミジャノメ 

9月の昆虫 

アオマツムシ 

ハヤシノウマオイ 

セスジツユムシ 

ツヅレサセコオロギ 

カネタタキ 

マダラスズ 

クサヒバリ 

カメムシの仲間 
ホソヘリカメムシ 

ハリカメムシ 

マルカメムシ 

クスベニヒラタカスミカメ 

 

アブラゼミ 

ミンミンゼミ 

ツクツクボウシ 

クマゼミ 

ヒグラシ 

ツマグロオオヨコバイ 

アオバハゴロモ 

ベッコウハゴロモ 

ヤスマツアメンボ 

シマアメンボ 

シキミグンバイ 

その他の仲間 
チョウセンカマキリ 

コカマキリ 

ムネアカハラビロカマキリ 

ヤマトシリアゲ 

◇アキメヒシバ 

キチジョウソウ▲ 

ハムシダマシ 

クロウリハムシ 

ルリハムシ 

トンボの仲間 
オニヤンマ 

シオカラトンボ 

 

９月の野鳥 

（８月３１日～１０月４日調べ） 

１、キジバト 

２、トビ 

３、ツミ 

４、ノスリ 

５、カワセミ 

６、コゲラ 

７、アオゲラ 

８、モズ 

９、ハシボソガラス 

１０ハシブトガラス 

１１、ヤマガラ 

１２、シジュウカラ 

１３、ヒヨドリ 

１４、ウグイス 

１５、エナガ 

１６、メジロ 

１７、エゾビタキ 

１８、キビタキ 

１９、キセキレイ 

２０、セグロセキレイ 

２１、コジュケイ 

２２、ガビチョウ 

２３、カワラバト（ドバト） 

 

くずはの広場トピックス 
ヒメグモのおしゃれな住居…９月８日 
ニホンヒメグモは網の中心に枯葉を

ぶら下げて、その中にかくれている

ことが多いのですが、この日見たヒ

メグモはなんとどんぐりの帽子(殻

斗)をぶら下げてその中にかくれてい

ました！なかなかおしゃれな物件で

す。 

シモバシラ開花…９月１５日 

氷の花で知られるシモバシラです

が、花もなかなか素敵。長いしべを

持つシソに似た白い花が穂になって

咲きました。 

ニホンジカ目撃情報…９月２０日 
どんぐり山で小さめのニホンジカが

走っていったとの目撃情報がありま

した。駐車場で足跡も。広場ではツ

リフネソウがつまみ食いされていま

した。 

シモバシラの花 ヤマミズ○ 

エゴマ○ △ラッキョウ 

○ツユクサ 

○シモバシラ ◎ヤブマメ 

ウスバキトンボ 

アキアカネ 

バッタの仲間 
ショウリョウバッタモドキ 

コバネイナゴ 

ツチイナゴ 

イボバッタ 

オンブバッタ 

マメコガネ 

アオハナムグリ 

コアオハナムグリ 

コメツキムシの仲間 

ヨツボシハムシ 

 


